あとがき by 登坂 恒夫
あ　と　が　き
　1月17日未明，激震が阪神地区を襲い，数10秒の間に
5千余の貴い人命が失われたことは，誠に悲惨であり，こ
の紙面をかりて衷心よりお悔やみ，お見舞いする次第で
ある．東京医大関係者にも多数罹災された方がおられ，
特に昭和29年卒の田所順先生ご夫妻には家の下敷にな
り一命を落：とされたとのことである．心から哀悼の意を
表する次第である．
　本号には，国立がんセンター，名誉総長の末舛恵一先
生より巻頭言を頂いた．お忙しいところご執筆頂き心か
ら感謝申し上げる．医療というものは国によって異なっ
ている．情報社会に生きる我々は，国際的に最も優れた
医療をいち早く取り入れ，国民によりよき医療を提供し
なければならない，と我々の益々の勉学と研究を促して
いる．我々は真摯にこれに耳を傾けるべきであろう．
　53巻の1号から新しい投稿規定が発足した．10年ぶり
の改定である．特記すべきは，読み物としての東京医大
誌にするため「医学プラザ」なるジャンルを設けたこと
である．最初の執筆として，大学キャンパス動物倫理委
員長の藤波裏二先生から「動物実験計画とanimal　wel・
fare」と題する一文を頂戴した．これに同調する人，反論
する人の投稿を期待する．実験余話など肩の凝らない，
気軽に読めるものを寄せてほしい．
　　　　　　　　　　　　　　　　　（登坂恒夫　記）
1．臨床懇話会の報告があった．
開催報告
　第247回
開催予定
　第248回
1月24日　内科学（5）
2月28日　内科学（3）
幹事会（要旨）（平成7年1月）
2．編集状況の報告並びに編集について討議した．
3．東医大誌の英文名「THE　JOURNAL　OF　TOKYO
　MEDICAL　COLLEGE」，特にCOLLEGEの部分の
　適切性について検討したが，現在のままの英文名を
　使用することとなった．
4．各講座・教室等の英文名について検討することにな
　り，これについて医学会が調査し，継続審議するこ
　ととなった．
5．小柳庶務幹事（現在教授）の選出母体が病院助教授で
　あるため，資格について検討されたが，慰留するこ
　ととなった．
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